凶暴共同正犯　共犯　教唆
平成１７年　５月２４日／名古屋地方裁判所／刑事第２部／判決／平成１５年（わ）第１０３０号／平成１５年（わ）第１２９１号
1 検察側主張
被告人が、身の代金目的拐取計画を実行に移すべく、殺人に至ったので強盗殺人罪を主張
2 弁護側主張
3 弁護人の主張 　
　　　以下引用
[bookmark: HIT2][bookmark: HIT3]弁護人は、判示犯罪事実第１の１の事実について、被告人がＤを殺害して現金及び携帯電話１個を取得したことは争わないが、被告人がＤを殺害したのは、同人の言動に激高したためであり、財物奪取を目的としたものではなく、金品を取得する意思が生じたのは、殺害後であるから、強盗殺人罪は成立せず、殺人罪と窃盗罪の併合罪として処断されるべきである、また、被告人が取得した金員は約７万円であった旨主張する。被告人も、公判廷において、弁護人の主張に沿う供述をする。
4 求刑
死刑
5 量刑
無期懲役
6 事実概要
（犯罪事実） 
概略　被告人がDを殺害し、携帯電話と金品を略取し、その家族に身代金を要求した。そして被告人はEに対して被告人を誘拐した旨の脅迫電話をかけ、警察を撹乱し、被告人の逃走に協力してもらいたい旨を依頼し、これに応じる決意をEにさせ、（Eに対する教唆）Eはそれを実行した。
　以下引用
[bookmark: HIT13][bookmark: HIT14][bookmark: HIT15][bookmark: HIT16]本件は、ＪＣに所属していた被告人が、(1)幼なじみであり、被告人と同じＪＣに所属していたＤ'を、その所持する金品を奪う意図で殺害し（第１の１の犯行）、(2)Ｄ'から奪った携帯電話を使用して、同人の実父、妻に対して、Ｄ'の生存を装って、身の代金名下に金員を要求する電話をかけ、金員を喝取しようとしたが、その目的を遂げず（第１の２の犯行）、(3)その後、隠しておいたＤ'の死体を山中に投棄し（第２の犯行）、(4)捜査機関に被告人を被害者とする拐取事件の捜査を開始させて、捜査を攪乱させ、フィリピンに逃亡するため、知人を教唆して、被告人の両親に、脅迫電話をかけさせ、逃亡を手伝わせた（第３の犯行）、強盗殺人、恐喝未遂、死体遺棄、脅迫教唆、犯人隠避教唆の事案である。
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